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　天体観察会は当館で活動するワーキンググループの一つ。天体の観察方法や天体写
真の撮り方を学びつつ、「星を見る会」などで皆さんが星に親しむお手伝いをしています。
　本展では、そんな天体観察会の会員有志が撮影した天体写真をご紹介します。美し
い天体の世界を、どうぞお楽しみください。

4 月15 日 ( 木 ) ～ 6 月 6 日（日）

国際宇宙ステーションの月面通過 ( 岡澤智さん撮影 ) ▶

工作する望遠鏡 ( 三脚はつきません )
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望遠鏡を作って月食を観察しよう

開催日時：4 月 23 日 ( 金 ) 午後 7 時～午後 8 時 30 分
会　　場：博物館屋上
定　　員：15 組（1 組 4 人まで、応募多数時は平塚市内在住者を優先し、抽選を行う )
申込方法：往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号を記入 ) もしくは、
　　　　   博物館ホームページの応募フォームから申込み ( 左の QR コードもご利用ください )
締　　切：4 月 10 日 ( 土 )　 当日消印有効

開 催 日 時：5 月 15 日 ( 土 ) または 5 月 16 日 ( 日 )　午後 3 時 30 分～午後 5 時
会　　   場：博物館科学教室
対象・定員：小学生以上 5 名（応募多数時は平塚市内在住者を優先し、抽選を行う )
申 込 方 法：往復はがき ( 行事名・氏名・ 住所・電話番号・希望日を記入 ) もしくは、 博物
　　　　　   館ホー ムページの応募フォームから申込み (右の QRコードもご利用ください)
参　加　料：2,300 円
締　　　切：4 月 30 日 ( 金 )　 当日消印有効

　春の星空には「肉眼では 1 つの星にしか見えないけれど望遠鏡で見ると 2 つの星が寄り添って
見える」二重星がたくさん隠れています。月とともに美しい春の二重星を望遠鏡で観察しましょう。

　2021 年 5 月 26 日 ( 水 )、日本各地で皆既月食が見られます。月食は肉眼でも見ることがで
きますが、望遠鏡を使うとより楽しむことができます。そこで、大きさは小さいものの高性能な
望遠鏡を作って、皆既月食に備えませんか？望遠鏡の工作や使い方の説明だけでなく、月食の
しくみや観察のポイントもお話します。

　

　　　　　　
・定  員：32名／自由席(座れる席は一席おきになります)　・投影日時：右上の表を参照　
・観覧料：200円（18歳未満65歳以上の方は無料／ 65歳以上の方は年齢を確認できるものをご用意ください）
　　　　   整理券を当日午前9時より受付で配布(今回に限り代表者のみでも可、5枚まで)
                     その後、午後1時15分～午後1時45分に観覧券を販売

・観覧者全員が揃ってから観覧券をお求めのうえ、午後1時45分までに３階にお越しください
・入場前に連絡先の記入と検温を行っていただきます（体温が37.5℃以上の方とそのお連れ様はご入場いただけません）
・マスクの着用をお願いします　・投影開始後のご入場、途中退出はできません
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4月のプラネタリウム

「習志野「習志野隕隕
い んい ん

石のふるさと」石のふるさと」
　隕石はどこからやってきて、何がわかるのでしょう。
　特別展で展示中の習志野隕石がたどった軌跡や様々な隕石のふる
さとを、プラネタリウムのシミュレーション機能を使って再現します。

体験学習
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